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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）炭酸カルシウム及び／又は無水石膏を乾燥組成物の重量で３０から９５％、
　（ｂ）高吸水性ポリマーの質量の少なくとも５０倍を吸収可能であり、２５０ミクロン
以下の粒径を有し、デンプンではない高吸水性ポリマーを乾燥組成物の重量で０．０２か
ら５％、
　（ｃ）粘土を乾燥組成物の重量で１から２０％、
　（ｄ）デンプンを乾燥組成物の重量で０．５から１０％、および、
　（ｅ）水
　を含む、基板を質感加工するための質感（ｔｅｘｔｕｒｅ）組成物であって、
　前記組成物は乾燥することにより硬化し、
　前記質感組成物は１５０から８００ブラベンダー単位の粘度を有し、
　前記組成物はセルロース系増粘剤を含まない、質感（ｔｅｘｔｕｒｅ）組成物。
【請求項２】
　前記高吸水性ポリマーは、粒径が１５０ミクロン以下である、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　前記高吸水性ポリマーは、その質量の２００から８００倍を吸収し得る、請求項１又は
２に記載の組成物。
【請求項４】
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　前記高吸水性ポリマーは、開始剤の存在下で水酸化ナトリウムとブレンドされてポリ－
アクリル酸ナトリウム塩を形成するアクリル酸の重合から調製される、請求項１から３の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記高吸水性ポリマーは、ポリアクリルアミドコポリマー、エチレン無水マレイン酸コ
ポリマー、架橋カルボキシ－メチルセルロース、ポリビニルアルコールコポリマー、架橋
ポリエチレンオキシド、またはポリアクリロニトリルのデンプングラフト化コポリマーか
ら作られる、請求項１から４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物は、オリゴ糖、多糖、セルロースエーテル、セルロース系粘剤、メチルセル
ロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシエチルメチルセルロース、デキストラ
ン、カルボキシメチルデキストラン、デキストラン－スルホン酸塩、キトサン、キサンタ
ンガム、カルボキシメチルセルロースまたはそれらの塩、カラギーナン、ヒドロキシエチ
ルヒドロキシプロピルセルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロース、およびメチルヒドロキシルプロピルセルロースを含まない、請求
項１から５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記デンプンは、アルファ化デンプン、酸変性デンプンまたはアルキル化デンプンを含
む、請求項１から６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記デンプンは、トウモロコシデンプン、ジャガイモデンプン、コムギデンプン、変性
トウモロコシデンプン、アルファ化コムギデンプン、天然コムギデンプン、変性コムギデ
ンプン、ヒドロキシエチル化デントコーンデンプン、ヒドロキシプロピル化架橋デントコ
ーンデンプン、ヒドロキシプロピル化架橋ワキシーコーンデンプンまたは変性ジャガイモ
デンプンを含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　（ａ）請求項１から８のいずれか１項に記載の組成物を基板に塗布するステップ、およ
び
　（ｂ）基板上の組成物を乾燥させて該組成物を硬化するステップ
　を含む、基板を質感加工する方法。
【請求項１０】
　前記基板は、ウォールボード、漆喰壁、コンクリート壁、または天井の形態である、請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記組成物は、噴霧、回転塗布、たたき塗り、塗装用ローラーまたは絵筆によって塗布
される、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　質感（ｔｅｘｔｕｒｅ）組成物（以下、単に「質感組成物」という）は、ウォールボー
ド、漆喰壁、コンクリート壁および天井などの下地で知られている。例えば、質感組成物
は、小さな表面欠陥（例えば、被覆ジョイントコンパウンドの塗布など）を隠すため、ま
たは美的外観を作り出すために用いられ得る。例えば、美的外観は、滑面、粗面および／
または立体的な表面であってよく、所望に応じて模様を形成し得る。模様には、例えば、
斑点、水玉、まだらまたは天井などのためのポップコーン型、骨材表面などの立体的な外
観が含まれ得る。質感組成物は、利用者によって所望の外観に形成可能な加工性であるよ
うに湿式で塗布される。塗布された湿性質感組成物は、基板を仕上げるために乾燥しても
よい。
【背景技術】
【０００２】
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　質感組成物は、通常は炭酸カルシウムなどの鉱物、セルロース系増粘剤、および他の従
来型の材料を含有する。しかし、質感組成物におけるセルロース系増粘剤の使用は、十分
な満足が得られていない。例えば、本発明の実施形態によれば、セルロース系増粘剤は水
の添加で系に混入する空気に対して感受性であり、これは使用中に不体裁なピンホール型
構造の原因となり得るため望ましくないことが分かっている。本発明の実施形態によれば
、セルロース系増粘剤は、塗布すると配合物を望ましくなく流れやすくもさせ、これが組
成物の加工性を脅かし得ることも分かっている。さらには、セルロース系増粘剤は、一般
には高価であり質感組成物の製造において多大なコストを追加する。
【０００３】
　したがって、空気混入および／またはセルロース系増粘剤の必要性を減少または排除す
るものなど、改善された質感組成物の必要性がある。
【０００４】
　本背景の記述は、発明者によって読者の一助となるために作成されたものであり、先行
技術への参照としてまたは当技術分野において示されるいずれかの問題自体が理解される
徴候としては見なされないことが理解されるであろう。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様において、本発明は、例えば炭酸カルシウムもしくは不溶性無水石膏などの非凝
結性鉱物および高吸水性ポリマーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり約２５０
ミクロン以下の粒径を有する高吸水性ポリマーを含む、それらからなる、または本質的に
それらからなる組成物（例えば、質感組成物）であって、実質的に凝結性セメント系材料
を含まない組成物を提供する。
【０００６】
　別の態様において、本発明は、乾燥組成物の重量で約３０％から約９５％の量の炭酸カ
ルシウム、高吸水性ポリマーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり約２５０ミク
ロン未満の粒径を有する高吸水性ポリマーであって、乾燥組成物の重量で約０．０２％か
ら約５％の量である高吸水性ポリマー、およびデンプンから本質的になる質感組成物を提
供する。
【０００７】
　別の態様において、本発明は、例えば炭酸カルシウム、不溶性無水石膏などの非凝結性
鉱物および高吸水性ポリマーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり約２５０ミク
ロン未満の粒径を有する高吸水性ポリマーを含む、それらからなる、または本質的にそれ
らからなる湿性組成物であって、実質的に凝結性セメント系材料を含まない組成物を基板
に塗布するステップならびに所望の質感加工された外観で組成物を基板上で乾燥させるス
テップを含む、基板を質感加工する方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明は、少なくとも一部分において、高吸水性ポリマーおよび炭酸カルシウムなどの
非凝結性鉱物を含む組成物（例えば、質感組成物）の驚くべき予想外の発見を前提として
いる。質感組成物は、湿った状態で基板に塗布される。高吸水性ポリマーは、所望される
ように多量の水を保持することによって、水の添加時の空気混入の問題を低減または排除
しながら、驚くほど予想外に質感組成物を改善することが発見されている。本発明の実施
形態による組成物の保水性は、望ましくは水の添加で組成物の加工性および稠度を改善し
、例えば基板に対する、組成物の塗布を容易にする。適切な保水が無ければ、組成物は、
加工性がより低くなる可能性があり、適切に噴霧または他の方法で塗布することが難しく
なり得る。有利には、本発明の実施形態は、これまで質感組成物において用いられる場合
に十分な満足を得られていないセルロース系増粘剤の使用を制限または除外し得る。
【０００９】
　質感組成物の実施形態は、水の蒸発により組成物を乾燥すると硬くなる。本発明による
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の実施形態には、凝結とは対照的に単に乾燥することにより硬化する鉱物などの材料が含
まれ、好ましくは水硬性凝結材料などの凝結材料を実質的に除外する。したがって、本発
明の質感組成物は、望ましくは焼石膏（すなわち、硫酸カルシウム半水和物）またはセメ
ントなどの他の凝結性材料を実質的に含まない。本明細書で使用する場合、こうした凝結
性材料の「実質的に含まない」は、組成物が、組成物の重量に基づいて０ｗｔ％のこうし
た凝結材料を含む、または含まない、あるいは無効なもしくは取るに足らない量のこうし
た凝結材料を含むことを意味する。無効量の例は、当業者なら理解するであろうように、
こうした凝結材料を用いて意図される目的を達成する閾値量未満の量である。取るに足ら
ない量は、当業者なら理解するであろうように、例えば、原料に応じて、組成物の重量に
基づいて約１０％以下、約５％以下、約２％以下、約１％以下、約０．５％以下、または
約０．１％以下であってよい。
【００１０】
　一部の実施形態において、質感組成物は、乾燥状態でパッケージ化される。こうした実
施形態においては、利用者は、例えば仕事現場において、現地で水を加えることが必要と
される。したがって、本発明の一部の実施形態は、実質的に水を含まずにパッケージ化さ
れる。「実質的に水を含まない」は、組成物が、最終利用者が組成物を使用するために所
望の粘度まで現地で水を加えることが必要とされるであろうように水を少量含むまたは含
まない「乾燥」型製品としてパッケージ化されることを意味することを当業者は理解する
であろう。例えば、一部の実施形態においては、ゼロの水または組成物の重量で約１％未
満の量の水がある。
【００１１】
　しかし、当業者なら理解するであろうように、一部の実施形態は、「調合済み」型の製
品を形成するために水を含んでいてもよいことが想定される。本発明によるこうした調合
済み型の製品において、水は、湿性組成物の重量で約２５％から約５０％または湿性組成
物の重量で約３０％から約４５％など、湿性組成物の重量で約２０％から約６０％の量で
存在する。一部の実施形態においては、例えば、調合済み実施形態において、例えば、乾
燥組成物の重量で約０．０１％から約５．０％の量で、例えば水酸化マグネシウムなどの
粘度安定剤が含まれる。本発明による「乾燥」または「調合済み」組成物の調製（しかし
配合ではない）は、十分に当業者のレベルの範囲内である。乾燥製品は、原料を適した順
序で乾燥混合することにより作成されるのに対して、調合済み製品は、水の添加ならびに
輸送および貯蔵時に湿った状態の製品を維持するために通常は気密パッケージにおいて、
パッケージ化に先立って混合することを必要とする。
【００１２】
　本発明による質感組成物は、水の添加で、粘度が適した加工性を可能とするように配合
される。例えば、湿性質感組成物の粘度は、本明細書で述べるように、具体的には塗布方
法に応じて、所望の美的外観が形成されることを可能にするように選択される。粘度は、
例えば、下表１に記載される通りであってよい。表において、「Ｘ」は、「約［第１行の
対応する値］から約［第１列の対応する値］」の範囲を表す。説明を容易にするために、
それぞれの値は「約」でその値を表すことが理解されるであろう。単位は、以下に述べる
ようにブラベンダー単位である。例えば、最初の「Ｘ」は、「約１５０ブラベンダー単位
から約２００ブラベンダー単位」である。
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【表１】

【００１３】
　したがって、粘度は、任意の前述の端点を含む間の範囲を有し得る。調合済み組成物は
、所望の通りに利用者によってさらなる水希釈が実行される、範囲の上限の粘度でパッケ
ージ化してよい。例えば、一部の実施形態において、パッケージ化された調合済み組成物
は、約４５０ブラベンダー単位を超える粘度、例えば約４５０から約８００ブラベンダー
単位、約５００から約８００ブラベンダー単位、または約５００から約６００ブラベンダ
ー単位を有していてよい。
【００１４】
　当業者は、容易にブラベンダー単位を認識するであろう。例えば、簡単には、Ｃ．Ｗ．
ブラベンダー粘度計、例えば動的測定のために反作用トルクを使用するＶｉｓｃｏ－Ｃｏ
ｒｄｅｒ（登録商標）を用いてよい。Ｖｉｓｃｏ－Ｃｏｒｄｅｒ（登録商標）は、ニュー
ジャージー州ハッケンサックのＣ．Ｗ．ＢｒａｂｅｎｄｅｒＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｉ
ｎｃ．から市販されている。本明細書で定義されるように、ブラベンダー単位は、参照に
より本書に組み込まれるＶｉｓｃｏ－Ｃｏｒｄｅｒ（登録商標）のＢｒａｂｅｎｄｅｒ製
品マニュアル（５Ｍ／１０－７９／＃７９／１３）に記載のように、７５ＲＰＭで２５０
ｃｍ－ｇｍのカートリッジを備えた８液量オンス（＝２４０ｃｃ）サイズの試料カップを
用いて測定されることに留意すべきである。「Ｂ」ナローダブルフラグ型パドルは乾燥混
合物製品に用いられ、一方ピン型「Ａ」パドルはパッケージ化されて通常はより粘性が大
きいような調合済み製品に用いられるが、「Ｂ」型パドルを調合済み製品のさらなる希釈
に用いてもよい。ブラベンダー単位は、その中で述べられるようなセンチポイズまたはク
レブス単位などの他の粘度測定値に変換してもよいことも当業者は容易に認識するであろ
う。
【００１５】
　本発明による質感組成物は、所望される通り、欠陥を隠すためおよび／または装飾的仕
上げを提供するために基板に用いられ得る。基板は、例えば、ウォールボード、漆喰壁、
コンクリートもしくは天井表面のすべてまたは一部などの任意の適した基板であってよい
。質感組成物は、得られる表面が滑らかまたは荒くなるように塗布してよく、一部の実施
形態においては立体的な表面を形成するために用いられ得る。例えば、一部の実施形態に
おいて、ジョイントコンパウンドは、穴および／または飛び出したねじもしくは釘の頭部
を埋めるためにウォールボードの２つの部品の間の接合部に別々に塗布される。質感組成
物は、所望される通りに審美的に感じの良い表面を形成し、ジョイントコンパウンド表面
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および他の下層の欠陥を隠すために、得られるジョイントコンパウンドの模様上に塗布し
てよい。別の例として、一部の実施形態において、質感組成物は、天井などためのポップ
コーン型または骨材型表面を形成するために用いてよい。
【００１６】
　塗布方法は様々であってよく、例えば、所望される装飾的または美的外観に応じる。通
常は、質感組成物が基板に十分に接着するように所望される塗布が実行されるが、ジョイ
ントコンパウンドなどの他の製品において求められる展延性ならびに熱および常温接合（
ｃｏｌｄ　ｂｏｎｄ）は必要としない。例えば、一部の実施形態において、質感組成物は
、噴霧することによって塗布され、これは作業の費用を低減することが求められる塗布の
効率的な方法として理解されるであろう。一部の実施形態において、噴霧可能な配合物の
粘度は、通常は異なる方法において塗布されることが意図される物の粘度よりも低い（例
えば、約１７５から約３００ブラベンダー単位、約１７５から約２７５ブラベンダー単位
、約１７５から約２５０ブラベンダー単位、約１７５から約２２５ブラベンダー単位、約
１７５から約２００ブラベンダー単位、約２００から約３００ブラベンダー単位、約２０
０から約２７５ブラベンダー単位、約２００から約２５０ブラベンダー単位、約２００か
ら約２２５ブラベンダー単位、約２２５から約３００ブラベンダー単位、約２２５から約
２７５ブラベンダー単位、約２２５から約２５０ブラベンダー単位、約２５０から約３０
０ブラベンダー単位、約２５０から約２７５ブラベンダー単位、または約２７５から約３
００ブラベンダー単位など約１５０から約３００ブラベンダー単位）。本明細書に述べる
ような他の粘度も想定される。
【００１７】
　他の塗布方法には、水玉または斑点などを有する装飾的外観などの所望の模様を形成す
る、例えば絵筆を用いるたたき塗りが含まれる。一部の実施形態においては、塗装用ロー
ラーなどを用いる、回転塗布式技法を用いてよい。これらの塗布方法を採用している一部
の実施形態において、組成物の粘度は、噴霧可能な配合物について述べた粘度と同じまた
は本明細書に述べるような他の範囲であってよい。例えば、一部の実施形態において、例
えば塗布方法がたたき塗りによる場合、本明細書に提供される範囲内の約３００ブラベン
ダー単位より大きいなどのより粘性の大きい質感組成物が望ましくあり得る。
【００１８】
　本発明の実施形態による望ましい鉱物は、乾燥することによって硬化し、焼石膏、セメ
ント、または他の水硬性凝結材料などの凝結性材料ではない。本発明の実施形態において
、炭酸カルシウムおよび／または不溶性無水石膏は、高密度、不活性、非凝結性材料であ
り質感組成物中に鉱物として含まれ得るので望ましい。非凝結性鉱物は、組成物に構造を
与えるのに適した量で存在する（例えば、組成物の重量で約３０％から約９５％）。例え
ば、一部の実施形態において、組成物は、例えば噴霧可能な組成物のために重量で約５０
％未満（例えば、重量で約３０％から約５０％、重量で約３０％から約４５％、または重
量で約３０％から約４０％）の非凝結性鉱物を含む。他の実施形態において、非凝結性鉱
物、例えば炭酸カルシウムおよび／または不溶性無水石膏は、組成物の重量で少なくとも
約５０％の量である。例えば、本発明の実施形態において、非凝結性鉱物は、組成物の重
量で約６５％から約９５％の量、組成物の重量で約７０％から約９５％の量、組成物の重
量で約７０％から約９０％の量、組成物の重量で約７０％から約８５％の量、組成物の重
量で約７０％から約８０％の量、組成物の重量で約７５％から約９５％の量、組成物の重
量で約７５％から約９０％の量、組成物の重量で約７５％から約８５％の量、組成物の重
量で約８０％から約９５％の量、組成物の重量で約８０％から約９０％の量など、組成物
の重量で約５０％から約９５％の量である。
【００１９】
　炭酸カルシウム、不溶性無水石膏、および他の非凝結性、不活性の鉱物は、本来は水性
混合時に噴霧可能または加工性の材料を形成しない場合が多い。本発明による高吸水性ポ
リマーは、組成物が噴霧または例えばローラー、たたき塗りなどの他の方法で塗布され加
工され得るように、水分保持のために組成物に含まれる。さらに、高吸水性ポリマーは、
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材料を基板表面に接着させる接着特性も追加する。意外かつ予想外なことに、本発明によ
る高吸水性ポリマーは、組成物への空気の混入および塗布時の湿性組成物の可動性を低減
しながら、保水剤として有用である。有利には、本発明の実施形態による高吸水性ポリマ
ーは、セルロース系増粘剤の使用を置き換えるまたは減少するために用いられ得る。一部
の実施形態において、高吸水性ポリマーは、少なくともそれ自体の質量の約５０倍を吸収
可能である。例えば、種々の実施形態において、高吸水性ポリマーは、その質量の約５０
から約８００倍、その質量の約１００から約７００倍、その質量の約１５０から約６００
倍、その質量の約１５０から約５００倍、その質量の約１５０から約４００倍、その質量
の約１５０から約３００倍、その質量の約１５０から約２５０倍、その質量の約２００か
ら約４００倍、その質量の約２００から約３５０倍、その質量の約２００から約３００倍
、その質量の約２００から約２５０倍、その質量の約２５０から約３５０倍、またはその
質量の約２５０から約３００倍を吸収可能である。一部の実施形態において、自らの質量
と比較してより低い吸収率を有する高吸水性ポリマーは除外される。例えば一部の実施形
態において、その質量の約１５倍未満、その質量の約２５倍未満、その質量の約３５倍未
満、またはその質量の約５０倍未満を吸収する高吸水性ポリマーは除外される。
【００２０】
　一部の実施形態において、高吸水性ポリマーは、約２５０ミクロン（直径）以下などの
微細な平均粒径を有するように選択される。一部の実施形態において、平均粒径は、例え
ば、種々の実施形態において以下の範囲：約５０ミクロンから約７５ミクロン、約５０ミ
クロンから約１００ミクロン、約５０ミクロンから約１５０ミクロン、約５０ミクロンか
ら約２００ミクロン、約５０ミクロンから約２５０ミクロン、約７０ミクロンから約８０
ミクロン、約７０ミクロンから約１００ミクロン、約７０ミクロンから約１５０ミクロン
、約７０ミクロンから約２００ミクロン、約７０ミクロンから約２５０ミクロン、約１０
０ミクロンから約１５０ミクロン、約１００ミクロンから約２００ミクロン、約１００ミ
クロンから約２５０ミクロン、約１５０ミクロンから約２００ミクロン、約１５０ミクロ
ンから約２５０ミクロン、または約２００ミクロンから約２５０ミクロンなど、約２００
ミクロン以下、約１７５ミクロン以下、約１５０ミクロン以下、約１００ミクロン以下、
または約７５ミクロン以下である。
【００２１】
　一部の実施形態において、約９８％、または代わりに約９９％の粒子は、当業者によっ
て認識されるような、約６０から約３００メッシュの範囲のメッシュスクリーンを通り抜
けるであろう。例えば、本発明の実施形態において、高吸水性ポリマーの粒子の約９８％
は７５メッシュスクリーンを通り抜け、高吸水性ポリマーの粒子の約９８％は１００メッ
シュスクリーンを通り抜け、高吸水性ポリマーの粒子の約９８％は１２５メッシュスクリ
ーンを通り抜け、高吸水性ポリマーの粒子の約９８％は１５０メッシュスクリーンを通り
抜け、高吸水性ポリマーの粒子の約９８％は１７５メッシュスクリーンを通り抜け、高吸
水性ポリマーの粒子の約９８％は２００メッシュスクリーンを通り抜け、高吸水性ポリマ
ーの粒子の約９８％は２２５メッシュスクリーンを通り抜け、高吸水性ポリマーの粒子の
約９８％は高吸水性ポリマーは２５０メッシュスクリーンを通り抜け、高吸水性ポリマー
の粒子の約９８％は２７５メッシュスクリーンを通り抜け、または高吸水性ポリマーの粒
子の約９８％は３００メッシュスクリーンを通り抜けるであろう。一部の実施形態におい
ては、粒子の約９９％が、述べられたメッシュスクリーンのそれぞれを通り抜ける。
【００２２】
　高吸水性ポリマーは、本明細書に述べられる所望の特性に適合するように選択される。
一部の実施形態において、高吸水性ポリマーは、開始剤の存在下で水酸化ナトリウムとブ
レンドされてポリ－アクリル酸ナトリウム塩を形成するアクリル酸の重合から調製される
。一部の実施形態において、高吸水性ポリマーは、ポリアクリルアミドコポリマー、エチ
レン無水マレイン酸コポリマー、架橋カルボキシ－メチルセルロース、ポリビニルアルコ
ールコポリマー、架橋ポリエチレンオキシド、およびポリアクリロニトリルのデンプング
ラフト化コポリマーから作られる。例えば、一部の実施形態において、高吸水性ポリマー
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は、デンプングラフト化ポリアクリルアミドの形態である。有用な高吸水性ポリマーの一
例は、アイオワ州マスカティーンのＧｒａｉｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇから市販されてい
る、Ｗａｔｅｒ　Ｌｏｃｋ（登録商標）である。
【００２３】
　有利にも、高吸水性ポリマーは比較的少量（例えば、約０．０２％から約２％など、組
成物の重量で約０．０２％から約５％）で用いてもよく、それでもなお所望の特性、例え
ば保水力を達成することが分かっている。本発明の実施形態において、高吸水性ポリマー
の量は、例えば、下表２に示す通りであってよい。表において、「Ｘ」は、「約［第１行
の対応する値］から約［第１列の対応する値］」の範囲を表す。示された値は、組成物の
重量による割合を表す。説明を容易にするために、それぞれの値は「約」でその値を表す
ことが理解されるであろう。例えば、最初の「Ｘ」は、「組成物の重量で約０．０２％か
ら組成物の重量で約０．０３５％」の範囲である。
【表２】

　したがって、高吸水性ポリマーの量は、任意の前述の端点を含めた間の範囲を有し得る
。
【００２４】
　述べたように、高吸水性ポリマーを有する質感組成物は、望ましい保水性を有するが空
気混入に対する感受性はセルロース系増粘剤を含有する従来型の配合物よりも著しく低い
ことは驚くべき、予期せぬことである。空気混入の減少のため、塗布された生成物におけ
る不要なピンホールは大いに減少または排除される。さらには、本発明によれば、セルロ
ース系増粘剤は配合物を望ましくなく可動的で流れやすくさせ、不要な液だれ（例えば、
重力に起因する）を生じさせ得る一方で、高吸水性ポリマーは組成物が流れにくいまたは
液だれしにくいので、可動性を減少しながらさらにより加工性の高い組成物を可能にする
ことが分かっている。加えて、本発明の実施形態による高吸水性ポリマーを有する質感組
成物は、特にセルロース系増粘剤を含む従来型の配合物と比較すると、材料の粘着性がよ
り低く手や道具からより洗い落としやすいので、より扱いやすい。
【００２５】
　したがって、本発明の一部の実施形態は、有利には一部の添加剤において除外または減
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少を可能にする。例えば、組成物は、セルロース系増粘剤を減少または排除し得る。セル
ロース系増粘剤の種類の例には、例えば、オリゴ糖、多糖、セルロースエーテル、セルロ
ース系粘剤、メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシエチルメチル
セルロース、デキストラン、カルボキシメチルデキストラン、デキストラン－スルホン酸
塩、キトサン、キサンタンガム、カルボキシメチルセルロースまたはそれらの塩、カラギ
ーナン、ヒドロキシエチルヒドロキシプロピルセルロース、エチルヒドロキシエチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、およびメチルヒドロキシルプロピルセル
ロース（例えば、Ｂｅｒｍｏｃｏｌｌ、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ）が含まれる。本明細書で
使用する場合、セルロース系増粘剤の「実質的に含まない」は、組成物が、組成物の重量
に基づいてセルロース系増粘剤を０ｗｔ％含む、または含まない、あるいは無効なもしく
は取るに足らない量のセルロース系増粘剤を含むことを意味する。無効量の例は、当業者
なら理解するであろうように、セルロース系増粘剤を用いて意図される目的を達成する閾
値量未満の量である。取るに足らない量は、当業者なら理解するであろうように、例えば
、原料に応じて、組成物の重量に基づいて約０．１％以下、約０．０５％以下、約０．０
１％以下、約０．００５％以下、または約０．００１％以下であってよい。
【００２６】
　同様に、一部の実施形態においては、消泡剤は通常空気混入を抑制するために含まれる
ので、高吸水性ポリマーの使用およびセルロース系増粘剤の減少または排除が空気混入を
伴ういかなる問題も減少または排除するため、消泡剤含有量は減少または排除され得る。
【００２７】
　本明細書で使用する場合、消泡剤の「実質的に含まない」は、組成物が、組成物の重量
に基づいて消泡剤を０ｗｔ％含む、または含まない、あるいは無効なもしくは取るに足ら
ない量の消泡剤を含むことを意味する。無効量の例は、当業者なら理解するであろうよう
に、消泡剤を用いて意図される目的を達成する閾値量未満の量である。取るに足らない量
は、当業者なら理解するであろうように、例えば、原料に応じて、組成物の重量に基づい
て約０．０１％以下、約０．００５％以下、または約０．００１％以下であってよい。し
かしながら、一部の実施形態において必要に応じて、消泡剤（例えば、Ｆｏａｍａｓｔｅ
ｒ）が質感組成物に含まれていてもよい。存在する場合、消泡剤は、例えば、組成物の重
量で約０．０１５％から約０．０５％など、約０．０１％から約５％の量であってよい。
【００２８】
　粘土は、一部の質感組成物の実施形態に任意選択で含まれていてよい。適した粘土の例
には、カオリン粘土およびアタパルジャイト粘土が含まれる。粘土は、水の添加で組成物
の粘りを改善し、それによって懸濁液において粒子を保持しやすくすることなどにより、
組成物の加工性を向上することによって、一部の実施形態において有用であり得る。カオ
リン粘土は、塗布すると欠陥またはジョイントコンパウンドを隠すことにおいて有用であ
り得る、白色を加えるための着色剤であることの利益も追加している。存在する場合、粘
土は、組成物の重量で約１％から組成物の重量で約１５％など、組成物の重量で約１％か
ら組成物の重量で約２０％の量であってよい。一部の実施形態において、組成物は、カオ
リン粘土またはアタパルジャイト粘土（例えば、Ｍｉｎｕｇｅｌ）などの粘土を実質的に
含まない。本明細書で使用する場合、粘土の「実質的に含まない」は、組成物が、組成物
の重量に基づいて粘土を０ｗｔ％含む、または含まない、あるいは無効なもしくは取るに
足らない量の粘土を含むことを意味する。無効量の例は、当業者なら理解するであろうよ
うに、粘土を用いて意図される目的を達成する閾値量未満の量である。取るに足らない量
は、当業者なら理解するであろうように、例えば、原料に応じて、組成物の重量に基づい
て約１％以下、約０．５％以下、約０．１％以下、約０．５％以下、約０．０１％以下、
約０．００５％以下、または約０．００１％以下であってよい。
【００２９】
　一部の実施形態において、組成物にデンプンが含まれていてもよい。デンプンは、水の
添加で組成物の接合性を増加するために用いられ得る。デンプンは、それ自体として、所
望される通りに組成物を基板により適切に接着させることにより質感組成物の塗布を改善
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し得る。デンプンは、本発明によるセルロース系増粘剤に分類されない。
【００３０】
　適したデンプンは、その接合強化特性に基づいて選択される。デンプンのための適した
供給源の例には、トウモロコシデンプン、ジャガイモデンプン、またはコムギデンプンが
含まれる。一部の実施形態において、デンプンは、アルファ化（ｐｒｅｇｅｌａｔｉｎｉ
ｚｅｄ）デンプン、酸変性デンプンまたはアルキル化デンプン、例えば、エチル化または
プロピル化デンプンを含む。例えば、本発明の実施形態によるアルファ化デンプンは、天
然のコムギデンプン（例えば、ＭＧＰ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓ，Ｉｎｃ．によるＰｒｅ
ｇｅｌ　１０）または変性コムギデンプン（例えば、ＭＧＰ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓ，
Ｉｎｃ．によるＰｒｅｇｅｌ　Ａｄｈｅｒｅ　２０００）を含めた、アルファ化コムギデ
ンプン（例えば、Ａｒｃｈｅｒ　Ｄａｎｉｅｌｓ　ＭｉｄｌａｎｄによるＰａｙｇｅｌ　
２９０）であってよい。他の代わりとなるデンプンを用いてもよい。例えば、一部の実施
形態において、デンプンは、例えば、ヒドロキシエチル化デントコーンデンプン（ＡＥ　
ＳｔａｎｌｅｙによるＳｔａｒａｍｉｃ　７４７）、ヒドロキシプロピル化架橋デントコ
ーンデンプン（例えば、ＡＥ　ＳｔａｎｌｅｙによるＳｔａｒａｍｉｃ　１０５）、ヒド
ロキシプロピル化架橋ワキシーコーンデンプン（例えば、ＡＥ　ＳｔａｎｌｅｙによるＳ
ｔａｒｐｏｌ　１３６）、または変性ジャガイモデンプン（例えば、Ｅｍｓｌａｎｄ　Ｇ
ｒｏｕｐによるＥｍｃｏｌ　ＵＫ－Ｎ）などのアルキル化デンプンなどの冷水可溶性であ
ってよい。
【００３１】
　存在する場合、デンプンは、組成物の重量で約１％から組成物の重量で約４％など、組
成物の重量で約０．５％から組成物の重量で約１０％の量であってよい。一部の実施形態
において、組成物は、実質的に１種または複数のデンプン（例えば、全て）を含まない。
本明細書で使用する場合、デンプンの「実質的に含まない」は、組成物が、組成物の重量
に基づいてデンプンを０ｗｔ％含む、または含まない、あるいは無効なもしくは取るに足
らない量のデンプンを含むことを意味する。無効量の例は、当業者なら理解するであろう
ように、デンプンを用いて意図される目的を達成する閾値量未満の量である。取るに足ら
ない量は、当業者なら理解するであろうように、例えば、原料に応じて、組成物の重量に
基づいて約０．１％下、約０．０５％以下、約０．０１％以下、約０．００５％以下、ま
たは約０．００１％以下であってよい。
【００３２】
　粘剤は、質感組成物の一部の実施形態に含まれていてもよい。一部の実施形態において
、組成物は、実質的に粘剤材料を含まない。粘剤は、水の添加で組成物の稠度を増強する
ために用いられ得る。例えば、粘剤は、塗布の噴霧法における組成物の噴霧を容易にし得
る。適した粘剤の例には、アラビアゴム、アルギン酸ゴム、ペクチンゴム、およびグアー
ゴム（例えば、Ｇａｌａｃｔａｓｏｌ）が含まれる。存在する場合、粘剤は、組成物の重
量で約０．０３％から組成物の重量で約０．６％など、組成物の重量で約０．０３％から
組成物の重量で約１％の量であってよい。一部の実施形態において、組成物は、実質的に
粘剤を含まない。本明細書で使用する場合、粘剤の「実質的に含まない」は、組成物が、
組成物の重量に基づいて粘剤を０ｗｔ％含む、または含まない、あるいは無効なもしくは
取るに足らない量の粘剤を含むことを意味する。無効量の例は、当業者なら理解するであ
ろうように、粘剤を用いて意図される目的を達成する閾値量未満の量である。取るに足ら
ない量は、当業者なら理解するであろうように、例えば、原料に応じて、組成物の重量に
基づいて約０．０１％以下、約０．００５％以下、または約０．００１％以下であってよ
い。
【００３３】
　必要に応じて、雲母などの非凝結性充填剤材料が任意選択で質感組成物に含まれていて
もよい。充填剤材料は、望ましくは炭酸カルシウムよりも密度が低くてよい。雲母は、そ
の比較的低い密度が望ましく、かつ比較的安価な材料であるため、有用な一例である。存
在する場合、充填剤は、組成物の重量で約２％から組成物の重量で約１０％など、組成物
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の重量で約１％から組成物の重量で約１２％の量であってよい。一部の実施形態において
、組成物は実質的に雲母などの充填剤を含まないことも想定される。本明細書で使用する
場合、こうした充填剤材料の「実質的に含まない」は、組成物が、こうした充填剤材料を
組成物の重量に基づいて０ｗｔ％含む、または含まない、あるいは無効なもしくは取るに
足らない量のこうした充填剤材料を含むことを意味する。無効量の例は、当業者なら理解
するであろうように、こうした凝結材料を用いて意図される目的を達成する閾値量未満の
量である。取るに足らない量は、当業者なら理解するであろうように、例えば、原料に応
じて、組成物の重量に基づいて約１％以下、約０．５％以下、または約０．１％以下であ
ってよい。
【００３４】
　場合によっては、一部の実施形態において所望される通りに殺生物剤が含まれていても
よい。適した殺生物剤は、当業者によって認識されるであろう。例えば、Ｖａｎｃｉｄｅ
（ＲＴ　Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ）は、適した殺生物剤の例である。殺生物剤は、組成物の
重量で約０．００６％から組成物の重量で約０．６％の量で存在していてよい。
【００３５】
　したがって、一実施形態において、質感組成物などの組成物は、炭酸カルシウムおよび
高吸水性ポリマーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり、約２５０ミクロン以下
の粒径を有する高吸水性ポリマーを含み、組成物は実質的に凝結性セメント系材料を含ま
ない。
【００３６】
　別の実施形態において、高吸水性ポリマーは、その質量の約５０から約８００倍を吸収
し得る。
【００３７】
　別の実施形態において、高吸水性ポリマーは、その質量の約２００から約８００倍を吸
収し得る。
【００３８】
　別の実施形態において、高吸水性ポリマーは、粒径が約１５０ミクロン以下である。
【００３９】
　別の実施形態において、組成物は、水の添加時の粘度が約２００から約４００ブラベン
ダー単位である。
【００４０】
　別の実施形態において、高吸水性ポリマーは、組成物の重量で約０．０２％から約５％
の量で存在する。
【００４１】
　別の実施形態において、高吸水性ポリマーは、開始剤の存在下で水酸化ナトリウムとブ
レンドされてポリ－アクリル酸ナトリウム塩を形成するアクリル酸の重合から調製される
。
【００４２】
　別の実施形態において、高吸水性ポリマーは、ポリアクリルアミドコポリマー、エチレ
ン無水マレイン酸コポリマー、架橋カルボキシ－メチルセルロース、ポリビニルアルコー
ルコポリマー、架橋ポリエチレンオキシド、およびポリアクリロニトリルのデンプングラ
フト化コポリマーから作られる。
【００４３】
　別の実施形態において、組成物は、実質的にセルロース系増粘剤を含まない。
【００４４】
　別の実施形態において、組成物は、減量されたセルロース系増粘剤を有する。
【００４５】
　別の実施形態において、組成物は、実質的にオリゴ糖、多糖、セルロースエーテル、セ
ルロース系粘剤、メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシエチルメ
チルセルロース、デキストラン、カルボキシメチルデキストラン、デキストラン－スルホ
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ン酸塩、キトサン、キサンタンガム、カルボキシメチルセルロースまたはそれらの塩、カ
ラギーナン、ヒドロキシエチルヒドロキシプロピルセルロース、エチルヒドロキシエチル
セルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、およびメチルヒドロキシルプロピル
セルロースを含まない。
【００４６】
　別の実施形態において、雲母などの充填剤材料が、組成物に含まれる。
【００４７】
　別の実施形態において、水も含む調合済み実施形態などにおいて、水酸化マグネシウム
などの粘度安定剤が任意選択で含まれ得る。
【００４８】
　別の実施形態において、組成物は、殺生物剤を含む。
【００４９】
　別の実施形態において、組成物は、粘土（例えば、アタパルジャイトまたはカオリン）
、粘剤（例えば、アラビアゴム、アルギン酸ゴム、ペクチンゴム、およびグアーゴム）、
および／またはデンプンを個々にまたは任意の組合わせで含む。
【００５０】
　別の実施形態において、組成物は、アルファ化デンプン、酸変性デンプンまたはアルキ
ル化（例えば、エチル化またはプロピル化）デンプンを含む。
【００５１】
　別の実施形態において、組成物は、トウモロコシデンプン、ジャガイモデンプン、コム
ギデンプン、変性トウモロコシデンプン、アルファ化コムギデンプン、天然コムギデンプ
ン、変性コムギデンプン、ヒドロキシエチル化デントコーンデンプン、ヒドロキシプロピ
ル化架橋デントコーンデンプン、ヒドロキシプロピル化架橋ワキシーコーンデンプンまた
は変性ジャガイモデンプンを含む。
【００５２】
　別の実施形態において、組成物は、実質的に粘土を含まないかまたは減量された粘土を
有する。
【００５３】
　別の実施形態において、組成物は、実質的にアタパルジャイト粘土またはカオリン粘土
を含まないかあるいは減量されたアタパルジャイト粘土またはカオリン粘土を有する。
【００５４】
　別の実施形態において、組成物は、実質的にデンプンおよび／または粘剤を含まないか
あるいは減量されたデンプンおよび／または粘剤を有する。
【００５５】
　別の実施形態において、組成物は、実質的にアルファ化デンプン、酸変性デンプン、お
よび／またはアルキル化（例えば、エチル化またはプロピル化）デンプンを含まない。
【００５６】
　別の実施形態において、組成物は、実質的に１種または複数の（例えば、全ての）以下
のデンプンを含まない：トウモロコシデンプン、ジャガイモデンプン、コムギデンプン、
変性トウモロコシデンプン、アルファ化コムギデンプン、天然コムギデンプン、変性コム
ギデンプン、ヒドロキシエチル化デントコーンデンプン、ヒドロキシプロピル化架橋デン
トコーンデンプン、ヒドロキシプロピル化架橋ワキシーコーンデンプンまたは変性ジャガ
イモデンプン。
【００５７】
　別の実施形態において、組成物は、実質的にアラビアゴム、アルギン酸ゴム、ペクチン
ゴム、およびグアーゴムを含まないかまたは減量されたアラビアゴム、アルギン酸ゴム、
ペクチンゴム、およびグアーゴムを有する。
【００５８】
　別の実施形態において、組成物は、調合済み製品内にパッケージ化されたものなどの水
をさらに含む。
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【００５９】
　別の実施形態において、組成物は、質感組成物である。
【００６０】
　別の実施形態において、質感組成物は、（ａ）炭酸カルシウム、（ｂ）高吸水性ポリマ
ーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり粒径が約２５０ミクロン以下である高吸
水性ポリマー、および（ｃ）デンプンから本質的になる。炭酸カルシウムは、例えば、組
成物の重量で約３０％から約９５％の量であってよい。高吸水性ポリマーは、例えば、組
成物の重量で約０．０２％から約５％の量であってよい。こうした実施形態において、組
成物は、発明の組成物に物質的に影響する前述の炭酸カルシウム、高吸水性ポリマー、お
よびデンプン以外のいかなる化合物（例えば、セルロース系の増粘作用または水の添加時
の凝結効果に影響する化合物）の含有も防ぐ。したがって、本質的に炭酸カルシウム、高
吸水性ポリマーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり粒径が約２５０ミクロン未
満である高吸水性ポリマー、およびデンプンからなる組成物において除外されるであろう
化合物には、硫酸カルシウム半水和物およびセメントなどの凝結性材料、ならびにセルロ
ース系増粘剤が含まれるであろう。本質的に炭酸カルシウム、高吸水性ポリマーの質量の
少なくとも約５０倍を吸収可能であり粒径約２５０ミクロン以下を有する高吸水性ポリマ
ー、およびデンプンからなる質感組成物において除外されないであろう化合物は、物質的
に質感組成物に影響しない化合物、例えば消泡剤、雲母などの充填剤、粘土、粘剤、防腐
剤、溶媒および他の添加剤（例えば、結合剤、アルコール、殺生物剤、着色剤）、他の非
凝結性鉱物（例えば、不溶性無水石膏）、ならびに湿性質感組成物中における場合に凝結
またはセルロース系増粘効果に影響しない他の化合物である。
【００６１】
　別の実施形態において、基板を質感加工（仕上げ加工）する方法は、炭酸カルシウム、
および高吸水性ポリマーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり約２５０ミクロン
以下の粒径を有する高吸水性ポリマーを含む湿性組成物であって実質的に凝結性セメント
系材料を含まない組成物を基板に塗布するステップ、ならびに組成物を基板上で乾燥させ
るステップを含む。
【００６２】
　別の実施形態において、基板は、ウォールボード、漆喰壁、コンクリート壁、または天
井の形態である。
【００６３】
　別の実施形態において、組成物は、噴霧によって塗布される。
【００６４】
　別の実施形態において、組成物は、たたき塗りによって塗布される。
【００６５】
　別の実施形態において、組成物は、塗装用ローラーなどによる回転塗布によって塗布さ
れる。
【００６６】
　別の実施形態において、組成物は、絵筆によって塗布される。
【００６７】
　先行の物は単なる実施形態の例であることに留意すべきである。他の例示的な実施形態
は、本明細書の記述から明らかである。これらの実施形態のそれぞれは、本明細書に提供
される他の実施形態との種々の組み合わせにおいて用いてもよいことも当業者によって理
解されるであろう。
【００６８】
　以下の実施例は、本発明をさらに例示するが、当然ながら、いかなる方法においてもそ
の範囲を制限するとして解釈されるべきではない。
【００６９】
　実施例において、ポット消泡における泡の量は、混合容器を水で洗浄する時に発生する
泡の相対量を示す。ポット消泡スピードは、混合容器を水で洗浄する時に泡が壊れる目視
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による速度を示す。クレーターは、質感物質飛沫（ｔｅｘｔｕｒｅ　ｓｐａｔｔｅｒｓ）
が基板に影響を及ぼす場合の噴霧液滴の表面変形を示す。液だれ／流れは、質感物質飛沫
が垂れ下がり共に流れる傾向を示す。塊、ゲルボールおよび卵状（ｎｉｔ）は、噴霧され
た表面上に堆積した質感混合物の未分散粒子を示す。際立ち度（ｓｔａｎｄｏｕｔ）は、
立体的な浮き彫りまたは噴霧された液滴と背景の塗装との間の飛沫鮮明度を示す。飛沫「
外見」は、噴霧液滴の視覚的な外観を示す。飛沫サイズは、噴霧液滴の相対的なサイズを
示す。ノックダウン「外見」は、こてを用いて少し平らにした場合の飛沫の視覚的な外観
を示す。ジョイント上の模様均等性は、ばらつきが少ないかまたは無い、噴霧された質感
物質の全体的外観を示す。硬度は、塗布された質感物質と壁面との間の接合の強度を示す
。
【実施例】
【００７０】
　実施例１
　本実施例は、本発明による質感組成物の「乾燥」配合物（「試料１」）を実証し、セル
ロース系増粘剤および消泡剤を含有し、高吸水性ポリマーを除外したＵＳＧの乾燥ＴＵＦ
－ＴＥＸ（登録商標）製品（対照１）の対照組成物と比べた試料１の特性の比較も提供す
る。
【００７１】
　実施例において、最終水は、質感物質を所望の粘度で混合するのに必要な水の総量を示
す。最終粘度は、所望の水比率で混合した場合の質感物質の粘度測定値を示す。
【００７２】
　表３Ａは、試料１の配合を提供する。記載された原料は、ミキサーに入れてドライブレ
ンドした。本明細書に提供される重量は、別段の指示がない限りグラムである。
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【表３Ａ】

【００７３】
　表３Ｂは、対照１と代表的な試料１との間の特性の比較を示す。２つの評価尺度が表３
Ｂに取り入れられる。１つの評価尺度は、以下の順序である：ゼロ、無（ｎｉｌ）、微量
、少量、適量、または多量。他の評価尺度は、１～５であり、５は最高である。
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【表３Ｂ】

【００７４】
　水の添加で、対照１は、重く、べっとりした感触であった。対照１は、流動性が良く、
水性混合物内に気泡を有し、容易に洗い落ちず、多量のポット泡を有し、多量の液だれを
示した。
【００７５】
　本実施例は、対照と比較した高吸水性ポリマーを含む質感組成物の有効性を示す。試料
１は、セルロース系増粘剤および消泡剤を除外し、粘土およびデンプンも減量されている
。試料１は、多くの気泡が見られたほどには、水の添加で空気混入が生じなかった。試料
１は、液だれも対照ほどには悩まされなかった。試料１は、洗い落としもより容易になさ
れ、重さは少ないがクリーム状の感触を有し、滑らかですべらかであった。
【００７６】
　実施例２
　本実施例は、本発明による質感組成物２の「調合済み」配合物（「試料２」）を実証し
、試料２とＵＳＧの調合済みＴＵＦ－ＴＥＸ（登録商標）製品の試料であった対照２との
間の特性の比較も提供する。対照２は、セルロース系増粘剤を含有し、高吸水性ポリマー
を含まなかった。
【００７７】
　実施例において、初期のブラベンダー粘度（「Ａ」ピン型パドルを用いる）は、調合済
み質感製品の粘度を示す。最終ブラベンダー粘度（「Ｂ」ナローダブルフラグパドルを用
いる）は、塗布のための所望の稠度に希釈した場合の質感製品の粘度を示す。
【００７８】
　表４Ａは、試料２の配合を提供する。
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【表４Ａ】

【００７９】
　表４Ｂは、対照２と代表的な試料２との間の特性の比較を示す。２つの評価尺度が表４
Ｂに取り入れられる。１つの評価尺度は、以下の順序である：ゼロ、無、微量、少量、適
量、または多量。他の評価尺度は、１～５であり、５は最高である。
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【表４Ｂ】

【００８０】
　本実施例は、対照２と比較した高吸水性ポリマーを含む質感組成物（試料２）の有効性
を示す。有利には、試料２は、セルロース系増粘剤を除外してさえも有用であった。対照
２と比較して、試料２は、有利には粘土、雲母、デンプン、グアーゴム、および消泡剤の
量も減少した。対照２は、試料２よりも粘着性がずっと強く手および道具を洗い落とすこ
とがより困難であった。
【００８１】
　本明細書全体に渡って列挙される重量パーセントは、別段の指示がない限り乾燥組成物
に基づく（すなわち、最終利用者による水の添加または調合済み組成物におけるより前）
ことが留意される。
【００８２】
　本明細書に引用される広報、特許出願、および特許を含めた全ての参照は、あたかもそ
れぞれの参照が個々にかつ具体的に示されて参照により組み込まれその全体が本明細書に
記述されているのと同程度に参照により本書に組み込まれる。
【００８３】
　本発明を記述する文脈における（特に下記の特許請求の範囲の文脈における）語「１つ
の（ａ）」および「１つの（ａｎ）」ならびに「前記（ｔｈｅ）」ならびに類似の指示語
の使用は、本明細書に別段の指示がない限りまたは文脈によって明確に否定されない限り
、単数形および複数形の両方を含むと解釈される。「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、
「有する（ｈａｖｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」および「含有する（ｃｏ
ｎｔａｉｎｉｎｇ）」という語は、特に記載のない限り、無制限の語（すなわち、「含む
が、これに限定されない」ことを意味する）と解釈される。本明細書の値の範囲の列挙は
、本明細書に別段の指示がない限り、単に範囲内にあるそれぞれの別個の範囲を個々に参
照する簡単な方法として役立つことが意図され、かつそれぞれの別個の範囲はあたかも個
々に本明細書に列挙されるように本明細書に組み込まれる。本明細書に述べる全ての方法
は、本明細書に別段の指示がない限りまたは文脈によって明確に否定されない限り、任意
の適した順序で実行してよい。本明細書に提供される任意および全ての例の使用または例
示的な言葉（例えば、「など（ｓｕｃｈ　ａｓ）」）は、単に本発明をより良く例示する
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ことが意図されるものであり別段の請求がない限り本発明の範囲に制限を課さない。本明
細書における言葉は、任意の非請求要素を本発明の実践に不可欠な物として示すと解釈さ
れるべきではない。
【００８４】
　本発明の好ましい実施形態は、本明細書に述べられ、本発明を実施するための発明者に
知られている最良の形態を含む。これらの好ましい実施形態の変形形態は、前述の記述を
読むことで当業者に明らかになり得る。発明者は当業者が必要に応じてかかる変形形態を
採用することを予期し、かつ発明者は本発明が本明細書に具体的に述べられる以外の方法
で実践されることを意図する。したがって、本発明には、準拠法によって許可されるよう
な本明細書に添付の特許請求の範囲に列挙される主題の全ての修正および同等の方法が含
まれる。さらに、それらの全ての可能な変形形態における上記の要素の任意の組み合わせ
は、本明細書に別段の指示がない限りまたは文脈によって明確に否定されない限り、本発
明によって包含される。
［付記１］
　（ａ）非凝結性鉱物、および
　（ｂ）高吸水性ポリマーの質量の少なくとも約５０倍を吸収可能であり、約２５０ミク
ロン以下の粒径を有する高吸水性ポリマーを含む組成物であって、前記組成物は凝結性セ
メント系材料を実質的に含まない、組成物。
［付記２］
　前記非凝結性鉱物は、炭酸カルシウムである、付記１に記載の組成物。
［付記３］
　前記高吸水性ポリマーは、粒径が約１５０ミクロン以下である、付記１または２に記載
の組成物。
［付記４］
　前記高吸水性ポリマーは、その質量の約２００から約８００倍を吸収し得る、付記１～
３のいずれか一つに記載の組成物。
［付記５］
　前記高吸水性ポリマーは、組成物の重量で約０．０２％から約５％の量で存在する、付
記１～４のいずれか一つに記載の組成物。
［付記６］
　前記高吸水性ポリマーは、開始剤の存在下で水酸化ナトリウムとブレンドされてポリ－
アクリル酸ナトリウム塩を形成するアクリル酸の重合から調製される、付記１～５のいず
れか一つに記載の組成物。
［付記７］
　前記高吸水性ポリマーは、ポリアクリルアミドコポリマー、エチレン無水マレイン酸コ
ポリマー、架橋カルボキシ－メチルセルロース、ポリビニルアルコールコポリマー、架橋
ポリエチレンオキシド、およびポリアクリロニトリルのデンプングラフト化コポリマーか
ら作られる、付記１～６のいずれか一つに記載の組成物。
［付記８］
　前記組成物は、セルロース系増粘剤を実質的に含まない、付記１～７のいずれか一つに
記載の組成物。
［付記９］
　前記組成物は、デンプンをさらに含む、付記１～８のいずれか一つに記載の組成物。
［付記１０］
　（ａ）付記１～９のいずれか一つに記載の湿性組成物を基板に塗布するステップ、およ
び
　（ｂ）基板上の組成物を所望の質感加工された外観において乾燥させるステップ
　を含む、基板を質感加工する方法。
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